
 

  

 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

                           

 

 

 

  

 

 

   

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

第 ７ ７ 号 

２ ０ ２ ２ 年  

夏 号 

★発熱 
平熱がどれくらいで、いつから発熱

し、最高は何度くらい出たのか。解

熱剤を使った回数や時間を記録して

おくとよいでしょう。熱が続く場合

は、体温記録表に記録し、受診の際

に持ってくると診療の役に立ちま

す。 

大人と違って子どもの場合は自分の症状を自分で伝えることができません。いつもとどのように違

うのか？どんな症状がいつから出ているのかをよく観察して医師に伝える必要があります。そこで今

回は小児科を上手に受診するポイントを紹介したいと思います。         看護助手 田中 

★咳 
いつから出ているか。 

どの程度か：息苦しい、吐い 

てしまう程。夜も眠れない 

どのような咳か：コンコン、 

ゼロゼロ、ゼーゼー、犬やオ 

ットセイの鳴き声のような咳 

★嘔吐 
いつからいつまでか 

回数は？ 

吐いている間の飲食は？ ★便 
いつもとどのように違うのか 

（硬い、軟便、下痢、血便など） 

回数は、腹痛の有無 

★状態が気になるときは、おむつを 

持ってくるとよいでしょう。 

下痢の回数が多い場合には病院内で 

便の検査や培養検査をする場合があ 

りますので症状がある方は声をかけ 

てください。 

★食欲 
いつもの何割くらいか 

母乳やミルクの回数や間隔はどうか 

水分はとれており、おしっこが出て 

いるか 

★機嫌 
ぐったりしていないか 

元気はあるか 

ぐずぐず言い寝ない 

◆今飲んでいる薬や塗り薬はないか 
他の病院を受診し検査を受けた、薬の処方がある場合は事前 

に伝えて頂くとスムーズに診察を行うことができます。 

お薬手帳は必ず持ってくるようにしましょう 

これ以外の症状でも気になることがあれば、医師に伝えて頂くと診察に役立つことが

あります。気になることはメモをとっておくとよいでしょう。保育園や幼稚園などの流

行状況等をお伝えください。また、本人の状態がわかる人が連れてくるのが望ましいで

すが、難しい場合は状態を聞いておいたり、メモを預かっておきましょう。 

◆診察を受けるうえのでポイント◆ 

診察がスムーズにいくように、長い髪は束ねておきましょう 

ロンパースのボタンや胸のひもやボタンを開けておきましょう 

診察中に嘔吐してしまうことがあるので、直前の飲食は避けましょう 

急な嘔吐、おしっこやうんちが漏れてしまうことがあるのでタオルや着替え、

おむつ、おしりふきなどを持ってきておくとよいでしょう 

★鼻 
いつから、どの程度か➡ 

ずっと出ている、詰まって 

いる。鼻づまりで眠りにくい 

どのような鼻水か➡サラサラ 

粘い青鼻 

★発疹 
いつからか？（すぐに消えることが 

あるので写真を撮ることをおすすめ 

します） 

どこにでているのか？かゆみや痛み 

はあるか？広がってきていないか？ 

 



 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

夏休みの過ごし方～チャレンジの夏～                         

 

★早寝早起き朝ごはん★ 

よい睡眠を得るための「早起き」のすすめは、

子どもだけの問題ではなく、大人も含めた家族

全体での取り組みが必要となっています。夜更

かし朝寝坊の生活習慣を改善する方法は大人

もこどもも同じです。夏休みなどの長期の休み

は、登校登園時間のしばりがなくなるだけに、

生活の乱れを引き起こすおそれがあります。夏

こそ「早寝早起き朝ごはん」を家族で心がけて

みましょう。                 

よい睡眠を得るための「早起き」のすすめ

は、子どもだけの問題ではなく、大人も含

めた家族全体での取り組みが必要となっ

ています。夜更かし朝寝坊の生活習慣を

改善する方法は大人もこどもも同じです。

夏休みなどの長期の休みは、登校登園

時間のしばりがなくなるだけに、生活の

乱れを引き起こすおそれがあります。夏

こそ「早寝早起き朝ごはん」を家族で心が

けてみましょう。 
 

★ノーメディアにチャレンジ★ 

学校や園が大好きな子どもでも長期のお休み、

とくに夏休みは特別なものでしょう。時間がたく

さんあるぶんテレビやゲームに夢中になってし

まうこともあります。この夏、親子でノーメディ

アにチャレンジしてみませんか。 

いきなりノーメディアといわれても「テレビ見れ

ないの？ゲームしちゃいけないの～？」と拒否す

るでしょう。まずは現状を把握し、やり方をきめ

ます。目標の設定も「毎日○時間以内」「夕方○

時から△時まではゲームをしない」というように

小さな努力を積み重ねる方法もあります。あるい

はお出掛けのときはゲームを持っていかないな

ど。まずは大人からメディアから離れましょう。

親子で一緒に遊んだり、たくさんおしゃべりをす

るのでもいいかもしれません。保護者自身も子ど

もとの関わり方を見つめ直してみるよい機会に

なるかもしれません。 

 ★親のチャレンジ★ 
夏休みというと子どもに何か課題をあたえて経験させ

ることを考えがちですが、親(大人)も課題を作りチャレン

ジしてもよいのではないでしょうか。 

育児書もたくさんありますし、ネットで検索すればいろい

ろな情報があふれています。でもどんな本にもネットにも

「我が子」の育て方の指標はありません。日々成長してい

くこどもを知り”我が子のエキスパート”になりましょう。 

今何ができるのか、何が好きなのか、何が嫌いで、どのく

らい動けるようになったのか、どんなとき調子をくずしや

すいのか、お熱のとき何だったら食べたり飲んだりできる

のか、そんな我が子の一つ一つを親(大人)が確かめ、家族

で共有し、成長を喜びながら、我が子のエキスパートにな

りましょう。 

 
 

★安全な靴★ 
夏休みは海や山へのレジャーやプールな

ど、こどもたちは心も体も解放しながら過

ごす時間が増えます。スニーカーからサン

ダルになる時期でもあります。軽くて、足

を締め付けない、手を使わずに楽にはける

サンダルは大人も手間がかからず便利なも

のです。しかしスリッパのように履くタイ

プのサンダルは足を疲れさせてしまいま

す。靴については過去のにこにこ通信で取

り上げていますので、ぜひ一度ご覧くださ

い。(にこにこ通信第 34 号) 

正しい靴の履き方を学び、毎日の習慣とし

て定着させる取り組みにチャレンジしてみ

て下さい。        

事務 宇藤 

                       

 

★ネット予約について 

発熱外来 ( 検 査 ) の時★診察の イ ン タ ー ネ ッ ト 予 約 に つ い て

  

発熱外来(検査)の時間を設けることにより、来院時間が分かりにくいとのお

声がありますのでご案内させていただきます。 

午前は８時１５分より受付を開始しています。１番～１０番の番号の方は早い 

番号の方から順に９時１５分までにお越しください。時までは検査などにより

診察が進みませんので早い時間にお越しいただけ 

ない方は、１０番以降の方は１０時以降で順番にお越しください。 

１１時３０分から（月曜日は省く）１２時３０分までは、定期薬や湿疹、アレ 

などの風邪症状以外の診察時間となっていますのでご了承ください。ルギー

間を設けることにより、来院時間が分かりにくいとのお声が 

ありますのでご案内させていただきます。 

午前は８時１５分より受付を開始しています。１番～１０番の番号の方は早い 

番号の方から順に９時１５分までにお越しください。 

★日本脳炎ワクチンの予約再開の 

お知らせ 

1期追加のご予約を再開してい

ます。２期の方は大変お待たせし

て申し訳ありませんが、ホームペ

ージで再開のご案内をお待ちくだ

さい。 

１３才の誕生日の近い方はご相談 
ください。 


